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内分泌代謝疾患というと希な疾患と考えられていると思
う.実際に,健康な人あるいは生活習慣病の何パーセント
くらいに内分泌代謝疾患が潜んでいるのだろうか？
内分泌代謝疾患とは,視床下部や下垂体,甲状腺,副甲状
腺,膵臓,副腎,性腺,最近では脂肪や心臓まで含めた内分
泌臓器から分泌されるホルモンの異常により起こる疾患で
ある.ホルモンは内分泌細胞から分泌され,血液を介して
標的臓器に達し,受容体に結合したのちに作用を発揮する.
「神経系」「免疫系」とともに体の恒常性を維持している.
従って,ホルモンの乱れが多くの疾患の原因になることは
容易に予想される.
生活習慣病とは,食事,運動,睡眠,ストレスなど日常の
習慣がその発症や進展に大きな影響を及ぼす糖尿病や高血
圧症,脂質異常症,さらに癌などの疾患群である.以前は
「成人病」と呼ばれ,最近では腹部肥満を基盤とした「メタ
ボリック症候群」という概念も加わっている.
生活習慣病の代表の糖尿病は,インスリンというホルモ
ンの分泌低下や抵抗性の増加が原因で高血糖が発症し,何
らかの病態を起こす症候群である.糖尿病は,疑い例まで
いれると本邦の約2,050万人とされ,高齢化とともにその
発症率は増加している.これは健常者においても年齢とと
もに血糖が上昇することにも一因となっている.高血圧症
は約4,000万人いるが,その約10％は副腎のアルドステロ
ンの過剰による.このアルドステロンの過剰はカリウム
チャネルKCNJ 5遺伝子の突然変異により,特に本邦では
その割合が高い.また,脂質異常症の一因として甲状腺機
能低下症があるが,潜在性の甲状腺機能低下症は,高齢女
性においては約20％と高頻度である.
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